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特集「システム LSIの設計技術と設計自動化」の編集にあたって

小 栗 清†

半導体技術の急速な進歩にともない，民生機器，産業用機

器の分野を問わず，あらゆる電子機器のコンピュータ化，集

積回路化が進展し，システム全体を単一 LSI+ソフトウェア

として実現するシステム LSI技術の重要性が高まっている．

本特集はこのシステム LSIの設計事例，設計技術，そして設

計技術の中心を占める設計自動化技術を対象とするものであ

り，情報処理学会システム LSI設計技術（略称 SLDM）研

究会が企画し，論文誌編集委員会の承認を得て，SLDM運営

委員会委員を中心に特集編集委員会を組織して論文の公募，

査読，編集を行い，編集結果に対する論文誌編集委員会の承

認を得て，ここに発行に至ったものである．SLDM研究会

は我が国における電子システムの設計自動化技術の進展を目

的として 1971年に発足した計算機設計自動化研究委員会が

その源となっており，名称を計算機設計自動化研究会，電子

装置設計技術研究会，設計技術研究会，SLDM研究会と変

更し，昨年発足 30周年を迎えた．SLDM研究会の企画によ

る特集は 1999年 4月を最初として，2000年 4月，2001年

4月と毎年連続して発行され，今回の 2002年 5月発行で 4

度目となる．SLDM研究会の運営委員会には日本の主要電

子機器製造企業と大学の，システム LSIに関する研究活動を

行っている研究組織の代表が結集しており，運営委員会委員

を中心に組織した特集編集委員会はいずれの回も適切な査読

者の割当てと編集を実行できたものと自負している．

本特集の編集にあたっては学会のゲストエディタ制度を利

用し，17名からなる特集編集委員会を組織して，論文の公募，

査読，編集を行った．編集委員の選定においては，SLDM運

営委員を中心とするも，企業と大学のバランスに留意し，考

えられるすべての分野の専門家がまんべんなく含まれるよう

に SLDM運営委員以外からも人材を求めた．論文公募にお

いては，システムLSIを中心とした電子システムの設計事例，

設計技術，設計自動化技術に関する論文の投稿を幅広く呼び

かけた．投稿は 29編であった．それぞれの論文に対し，そ

の内容にふさわしい編集委員 1名を選定してメタレビュアと

し，メタレビュアは論文の内容にふさわしい査読者 2名を割

り当てて，査読者とともに査読を行った．すべての論文の査

読結果が揃ったところで，1回目の特集編集委員会を開催し，

合議により採否等を判定した．1回目の判定において条件付

採録と判定された論文については査読者およびメタレビュア

の条件，コメントを付して著者照会を行い，修正された原稿

と著者の回答を査読者に送付して再度の査読を依頼し，この
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結果に基づき 2回目の特集編集委員会を開催し，合議により

採否を判定した．これらの結果 22編が採録（20編は論文，

2編はテクニカルノートとして採録）となった．論文採択率

は約 76%であった．投稿論文と採択論文を分野別に分類す

ると以下のようになる．設計事例：投稿 2（採録 2），システ

ム/アーキテクチャ設計支援：投稿 4（採録 2），ハードウェ

ア/ソフトウェア協調設計：投稿 4（採録 3），論理合成：投

稿 4（採録 3），論理検証：投稿 1（採録 0），テスト設計：

投稿 5（採録 4うちテクニカルノート 1），レイアウト設計：

投稿 4（採録 4），回路モデリング：投稿 2（採録 2），低消費

電力設計：投稿 3（採録 2うちテクニカルノート 1）．

また本特集には，LSIの設計技術とシステムの設計技術が

融合すべきシステム LSIの設計技術に，示唆を与える招待

論文を含めることとし，長年にわたって日本を代表する大型

計算機の設計自動化技術を率いて来られた浜村博史氏（富士

通）に「最先端高性能計算機開発における設計支援技術—限

界性能を引出すCAD技術—」と題する招待論文をご執筆い

ただいた．

本特集が我が国におけるシステム LSIの設計技術，設計

自動化技術，および関連技術の発展に貢献し，また，周辺分

野の方々には同分野にご関心を持っていただく一助となるこ

とを切望している．

最後に，本特集にご投稿いただいた著者各位，特集編集委

員会幹事を勤めていただいた篠木 　剛氏（三重大学），特集

編集委員，査読者，学会事務局の各位に感謝申し上げる．
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